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布

陽

史

探

訪

の
会

の
誕

生

か
Ｓ

今

日

ま

■

．　

　

　

会

長

　

神

谷

が
な

会

が
一Ｉ
催

Ｌ

■

ぃ

てυ
毎

日

の

歴

史

奮

・
特

卜

．
平

杵
隆

夫

汗

ゃ
藤

汁

郎

Ｆ

ｔ

講

師

と
こ

■

招

け
■
瀬

０

発
会

の
　

湯

β

の

人

広

間

卜
む

ぶ

ＩＦ

な
ツ

の
参

和
者

菫

日

の
前

に
し

Ｆ

ぐ
自

獄

に
　

本

会

が

発

足

し

一

に

到

３
事

で

の
経
過

の

一
コ

マ

一

な

ヽ

私

の
数

の

中

な

次

々
卜

去

未

行

７
た

●

t)見 年 倉  た́ 者 ち ｀ ■ 夢
ニ フ ι)

た た の 腰 今 ス が ・ を 三 tム 本 サ 癸
■ ■ 手 。L年 捧 得 更 豪 年 精 さ 含 l足
t〕 ■ ば ■ 度 ι)S‐ に 驚 曰 t'会 -7L
■ た て t,中 を 根 こ 合 に ■ の lt lレ た

の 会 籠 ど 名 に |さ な 幸 本 鷲 対 |ぶ 率 十

)覇 の 1の 二 ｀
多 で 会 Ĺヒ  :直 名

ち に き ■ tt ιP稚 像 め 李 。 ■ 含 多 lt

iな さ れ 口 を ‐ の 力 こ
・
費 色 買 分 .溝

当

時

・

的

な

ロ

あ

つ

た

析

琴

に

い

た

‘

―
ヽ
■

　

・

■

開

く́

の

よ

う

十■

ラヽ
　
と

が
ヽ

，

一に

に

至

＋

た

け

れ

・実

現

可

・

理
を

ｏ

■

方

七
た
二な
事

に

持
一

一　
人

々

の

ロ
ハ
ト
』

の

よ

ｔ
一
ス
”

本

理

ｔ

ｉ
つ

い
　
ｏ

チ
■
　
と

ｔ

ハ
′

卜
」
が

，

■
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９

万
は

ヽ
食

の
発

足

０
経

饉

や

´
会

０

目
的

ｔ

御
４

知

な
ム

汚

Ｆ

と
足

ｏ

。
今

回

の
会

報

に

ヽ
〓、
の
事

に

ふ

れ

ス

み
３

癸

点

と

考

た

■

け

ヽ

ｏ

■

の

時

点

登

Ｓ

す

で

に

十

年

近

く

の

才

日

本

過

ｒ

事

う

と

Ｌ

■

り

る

ｏ

田

口

医

ｔ

嗜

し

め

。

グ

ル

ト

ア

‐の

殆

一
　

田

口

医

ｔ

碑

し

め

。

グ

ル

事

に

Ｌ

た

ｏ

一

ヽ
偽

陽

史

探

訪

の
公

０

発

足

　

一た

と

の

メ
ニ

パ

■

が

，
進

学

・

就

職
で

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

本

含

本

発

足

Ｌ

た

の

は

　

二

年

前

重

福

山

名

驚

楓

一

■

の

間

嬌

つ

が

一

＝

・

事

で

あ

３

が

。

発

足

に

列

３

ま

で

の

体

て

卜

，

７

Ｌ

■

い

た

が

・

田

口

Ｆ

本
人

線

に

。

■

れ

よ

り

五

ヽ

六

年

前

に

し

か

一学

色

争

業

ｔ

■

帰

福

Ｌ

　

自

象

末

に

従

ね

■

い

た

一

本

会

の，
副

含

長

で

あ

る

田

軍

，

３

↑

た

わ

も

ヽ
福

山

に

居

３
ス

ニ

口
Ｆ

本

、
そ
口
綬

場

代

サ

イ

ク

リ

ニ

グ

て
・下

―

に【
野

プ

小

け

。
再

ァ

占

城

趾

…
６

福

山

市

目

超

小

Ｓ

昇

士

史

帯

ま

で

の

占

百
安
め

ぐ

り

ｔ

始

め

５

事

―■

を

，
た

一
約

城

趾

や

も

墳

〓

め

ぐ

る

グ

ル

ー

ァ

ヽ
■

丁
Ｔ
摯

間

に

わ

た

，

■

。

メ

ニ

バ

ー

は

■

―
ス
ト

ヽ
マ

ツ
プ
　

ク

一７

プ

■

結

成

し

πヽ

未

満
み

択

建

が

続

け
た

が

一
す
一
さ
１．

縁
あ

フ
■

私

が
晨
間

に
な

つ
た

時
ぶ
。
一本

会

の
橋
室

の
時
期

に
一

二
十
付

の

偏

滉

史

塚

島

の

合

ふ

発

足

し

た

‐最

初

０

一
■

の

■

年

で

も
ち

Ｓ

楓

３

メ
ニ

澪

‐――
に
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古

減

世

や
６

墳

め

ぐ

り

の
発

動
を

通

し

■

・
何

ハ

在

や

プ

。

何

小

，Ｅ

作

り
あ

げ

仁

Ｆ

‘

準

案

し

な

が

ｓ

ｔ

。
嬌

な

在

↑

た

ｔ

け

■

い

た
，

ｔ

フ
に

見

え

３

・

活

動

？

中

な

Ｓ

ヽ
経

山

■

中

性

に

。
■

の

日

ュ

部

の

歴

宍

０

研

安

に

事

で

輪

を

広

げ

■

い

こ

う

と

一一Ｔ

ｆ

Ｔ

Ｌ

で

、

議

０

発

案

ｔ

な

く

ヽ
イ

潟

史

探

訪

の
ま

の
名

麻

タ

生

〓

＾
一
■

キ
〓

た

ｏ

一一
　

会

の
現
ボ

ｔ
今

後
の
課
露

正

式

に

会

の

名

称

ｔ

沐

一買

Ｌ

た

が

、

そ

の

後

の

二
年

間

は

ヽ
仲

間

シ

も

ｏ
活

“動

士

ム

，
■

ｔ

蔵

的
状
建

だ

フ
た

ｏ
ゲ
〔

Ｌ

　

■

０
間

―
会

の

目

的

　

柱

格

に

，

『

■

ｔ

・
緯
Ｉ

颯
と
を

く

厳

プ

し

い

務

Ｌ

合

り
独
特

た

れ

・
■

の
■

う

な

護

Ｌ
合

い
の
中

一

・
会

房

ｔ
増

や

Ｌ
　

緩
３

■

拡

大

“Ｌ

ス

リ

，

■

＝

と

一ム

う

か
Ё

３

持

本
熟

Ｌ

　

山

陽

ヽ
歌

売

　

朝
由

キ
の

各

新

聞

雀

通

し

■
　

福

山

市

及

プ
■
の

ロ

ュ

？

石

々

に

呼

ァ

小

け

¨
ロ

ロ

ー〓
わ

た

５

豪

・護
会

及

プ

ヽ
臨

増
見

学

会
‘
闘

催

し

■

瑛
在

に

到

，
■

●
５

。

行

′
事

ｔ

重

ね

５

暮
晨

ヽ
会

胃

李
増
●

当

初

０

五
十

人

公

買

の

日
凛

き
下

後

・

牧

人

と

云

う

現

ボ

で
　

最

力

の
合
環
に

暮

プ

ロ

六

き

い
な

ヽ
日

時

に

た
き

な

仁

１

雫

Ｌ

ス

リ

下

・

〓

こ

ま

で
輸

バ

広

な

３

と

言

Ｅ
り

み

Ｌ

小

な

い

争

ｔ

Ｌ

３

瀾

き
な

み

り

の
気

再
ふ

強

い
ｏ

，

く
”ヤ

ケ

　

一
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会

昴
ふ

ふ

た

５

４
　

会

の

遅

営

の

ろ

式

ｔ
・舞

た

て

い

小

き

下

ｔ

得

な

い

ｏ

本

会

の

目

的

に
１

大

き

く

分

け

■

ニ

っ
あ

る

ｏ
　
一

っ

け

会

買

亡

出

釆

る

だ

け

ふ

ゃ

Ｌ

■

歴

史

に

彙

う
ち

さ

れ

た

町

プ

４

ン

。

つ
ま

り

一市

民

置

動

に

き

て

発

展

一　

　

　

ま
一
儒

勝

‘

た

ア

俗

■

さ

ｔ

‘
事

と

。

ｔ

、

一

フ
＝

歴

史

の

探

一　

　

　

　

　

　

　

　

覆

季
一只

ポ

ｔ
・続
．
―ァ
・

福

山

■

申

に

に

。

■

の
同

一　

ｔ

月

十

一
日

ス

晴

。
あ

ｔ′
に

く

の

ュ

部

の

歴

史

亡

嘱

５

か

に

し

■

い
く

事

一ホ

両

の

中

な

事

二

台

で
苦

儒

路

へ

Ｌ

で
あ

３

が
　

今

後

の
会

の
多

モ

局

負

暉

一た

。
ｉ

時

四

十

分

欠

林

０
本

Ｆ

右

“

会

尋

一
人

一

人

か

　

覆

種

町

人

に

わ

四
千

子

・ろ

メ

ー

リ
欣

た

在

彙

内

Ｌ

■

，ヽ

■

動

二
争

鵜

〓

代

■

ヽ

自

分

始

？

啓

■

に

き

す

が

卜

天

電

表

で
電

月

ｔ

〓

Ｌ

■

ｔ

Ｘ
・Ｅ

■

無

　

会

の

・目

的

な

事

Ｉ

ア

事

を

作

り

で

な

る

ｏ

■
■

』
く

ｔ

‐の
こ
４
信

Ｌ

Ｌ
像

，
■

，

各

ヽ
中
一日

の
一

●クヨ コヒ‐5'0(3'☆ 12)
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ヽ 奪 ら 史 採 ケ 2(5)
■
鷲
一昌

、
六

キ
●
４

わ

の

澪

島
　
書

の
上

Ｃ

プ

ユ
ウ

タ

，

７

‘
ｌ

ｏ

〓

ま

に

一寝
一α

む
Ｓ

の

中

″展

は

ヽ
殿
林

の
議

の

３

仁

Ｅ

ひ

Ｓ

で

に

ネ

々

な

重

な

も

な

ア
よ

う

に

３

Ｓ

へ

■

り

３

‘
島

庫

の
殿
凍

な
手

い
た

朴

勲

や

ヽ
宿

泊

す

３

六

名

の

名

選

書

っ

た

族

な

ど

の

証

拠

品

卜

晴

代

の

臭

を

小

Ｆ

、

テ

レ

ビ

の

晴

何

角

て

み

百

五

名

行

列

を

‘

ぶ

頭

に

澤

ん

Ｆ

ｏ

こ

Ｓ

Ｆ

倉

‐■

に

。
貴

重

を

品

々

が

臀

再

さ

れ

■、
り

３

■

ヽ

■

ヽ

リ

フ

子

で

二

重

習

文

代

財

と

Ｌ

■

保

存

〓

へ
　

受

け

継

ぶ

■

■

々

く

■

と

を

祈

５

洋

小

ノ

Ｆ

●
３

・

本

諄

ζ

見

ヤ

Ｌ

た

衡

¨

規

本

や

や

小

き

い一
協

本

津

■

見
予

ｔ

・
．十
二

一■
●

二
十

分

ヽ
後

れ

一７
宙

澪

守

へ
角

小
う
一。

十

二

晴
者

・
報

な

腱

に

■

鷹

進

尉

理

を

い

た

だ

く

一

足

，

■

り

た

ょ

ツ

贅

・

景

答

鳳

小

，

た

ｏ
　

　

´
　

　

　

　

・

二

重

壻

博

。

関

の

中

に

集

Ｌ

ヽ
表

映

え

ス

リ

た

ｏ

現

在

モ

石

年

の

９

■

、

厳

」
い

修

行

の

日

々

と

し

■

ヤ

５

人

遭
ふ

り

３

こ

と

を

知

ン

ヽ
雪

角

の

二

と

が

要

に

澤

ふ

。

私

嗜

日
常

Ｆ

７

み

に
関

ソ
４

く

生

ご

■

一

５

の
■

―

修

行

中

の

人

に

は

申

Ｌ

分

け

な

い

●

Ｉ

を

ヽ

■

負

で

い

■

何

小

大

切

を

ｔ

ρ

■

行
，

■

１′
を

Ｊ
自

分

に

一駅

Ｌ

さ

亡

殖

し

た

。
　

　

　

　

一
　

　

　

　

　

　

一
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No

十

四

時

一〓
格
寺

ム

後

に

し

一
二

十
分

ざ

□

分

寺
羞

・

え

博

Ｅ

電

た

っ
た

塔
な

い

ｌ

ｉ
Ｉ

ｃ
靖

乙
Ｌ
■

再
走

こ

根

た

の

ほ

薇

術

的

な

こ

の

だ

フ
た

の

か

。

ｅ

ｔ

■

ｔ

民

属

に

計

え

耐

た

。
む

ゝ

―■

か
壼

，
■

″
Ｉ

√

シ

に

見

え

３

ｏ

〓

５

ｔ

ノ

ス

Ｆ

ヽ
ア

ぐ

血

く

の

前

ら

後

用

境

。

月

口

０

■

々

ｔ

・
何

小

ぶ

理

患

っ

て

ｔ，
６

一‥

な

ス

が

す

百

・

石

夕
一
の

中

は

あ

３

べ

き

ｔ

の

ヽ

と

し

ス
ろ
増

な

あ

■

み

。
テ

前

に

加

さ

ち
′

上

メ

，Ｉ
“４

い
ｏ

石

棺

の
ヽ
王
ｔ

さ

で
苦

π

ｌ

ｔ，
３

だ

Ｌ

う

ｏ

一冒
Ｓ

か

に

駅

，
緩

打
■

構

ｔ
り

ｏ

瞬

腸

の

和

含

で

郷

■

営

≡
男
１

１

・■
彙
晰

吉

偏

蜂

ｔ

後

に

Ｌ
た
。

ゴクヨ コヒー6:D(32X22)

備

賜

文

採

訪

の
会

昭

和

劃

年

度

事

着

報

告

一

Ｈ

卜

■

日

「Ｊ
石

年

倉
ｒ
　

於

れ

谷

ｆ
き

ハ
ス

菫
長

の

ぬ
万

す
」

ん
　
の
　

一い

一十
　
一一鶏

■
　

一０

本
十

一ｔ

欲

み
な

ふ

も

。
今

４

■
秀

１７
６
拳

ｔ

課

り

合

５

，

侑

・見

表

を

レ

と

と

き

を

一過

ご

す

０

（
参

加

た

名
）

一
月
二
主

日

一月
勿
会

「直
後
山
”全

―
■

―
一

た

千

１■

に

週

ズ

小

３

・離

代

■

　

録

〓

君

■

ぬ

心

の

ｔ

本

会

０
目

的
■

ち

ｆ

一
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一二

の―
日

に

叩

Ｆ

尺

２

ナ

取

ソ

足

取

ゾ

の

御

み

示

■

　

ス

キ

ー

ぶ

上

Ｅ

Ｌ

た

人

ｔ

●
た

よ

ゝ

て

あ

３

ｏ

例

会

当

番

　

関

戸

和

典

Ｒ

二

月

十
四
日

二
月

舛
奮

「
＾
た
Ｉ

求
址
踏

査

』

・

二

の

Ａ

址

庁

彼

来

中

Ｌ

山

減

と

言

う

代

■

り
た

ｔ

の
た

ぶ
′ヽ

今

回

の

一調
査

で

「
―

―

へ

朝

所

バ

山

藪

■

は

な

い
●

５

ヽ

ニ

の

亮

亡

深

く

し

　

一
′
令

食

の

■

彙

層

燿

て

七

八
興
味

深

り
，

な
提

供

し

■

く
代

た
．

例

食

当

番
　

ｔ

森

晟

ｆ

Ｒ

韓
“
川
饉
∵
ｚ
一六

⌒
参

用

■

名

）

二

月

二
上

日

一二

月

例

含

Ｊ
″
眠

羊

自

の

干

ヽ
γ
卜

種

倉

谷

〓

探

３
ピ
　

　

一

横

倉
ｉ

■

衆

伝
・款

の

谷
ｉ

″

■

一■

覆

神

社

等

を

見

摯

。

ｔ
●

■

手

に

浴
ｒ

仁

ぼ

つ

く

し

へ

芽

ｔ

〓

Ｌ

　

谷

田

卜
、
・

に

あ

い

Ъ

か

の

た

丁

り

と

沐

ぐ

　

春

の

う

Ｓ

Ｓ

な

布

陽

の

一卜

　

え

宍

Ｌ

■

一

日

で
あ
二

た

０
尚

崎

問

ぶ
余

ダ

た

の

■

午

後

、
熊

野

町

の

一
栞

■

ハ

班
　
・事

週

一Ｔ
卜
寄

５

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

´

舛

会

当

番

　

神

谷

和
考

許

‘
　

　

　

（
参

加

入

名

）

丁
八

日

十

一一一
日

　

一ス
ロ

例

会

「
り

帰

の

史

顕

め

ヽ
ノ

」

一　

町

治

絶

卜

の

と
爆

乱

日
本

秘

メ

の

君

右

頼

山

陽

の
故

卿

有
原

。

く

こ
上
は

今

ｔ

ｔ

こ

５

Ｌ

戸

に

色

受

の

一閻

一家

十
つ

∵
町

な

升

名

薇

Ｌ

■

い
５

．

我

々

は

コクヨ コヒ…5'D(32X22)
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河

和

天

の

入

え

を

歌

明

の

ｔ

と

、
小

雨

の

降

ツ

Ｌ

キ
」
５

中

で

　

古

郡

の

霧

囲

気

‘

満

き

っ

Ｌ

た

，

昼

食

障

主
嵐

の

中

の

店

■
貧

へ
　

竹

原

・中

の
起

点

と

な

っ
行

中

■

ヽ

郡
ヤ

竹

一原

え

の

史

頭

小

早

――Ｉ
Ｒ

の
居

バ

本

村

荻

ュ

一
小

早

響

界

一星

ｔ

ｔ

見

学

　

帰

り

は

回

直

亡

御
年

代

占

項

、

梅

本

平

ち

項

■

遁

一早

を

食

ぃ
な

ぶ

ｓ

福

山

へ
　
■

伽

会

当

番

　

河

村

修

古

氏

（参

加

へ

名
）

ｔ

局

主

日

七

日

伽

会

プ

ロ
儒

路

雀

歩

ｆ

一

雨

に

た

た

Ｓ

ｋ

な

が

Ｓ

ヽ
欠

掛

本

Ｆ

■
見

）７

Ｌ

■

宝

福

寺

へ

・
昼

食

は

こ

こ

で

積

ｔ

料

理

に

舌

フ

ブ

針

ｔ

打

ち
　

午

後

、
占

代

の
自
年
吹

き

‘
剋

Ｌ

る
●
「
古

偏

風

ュ

記

つ
ュ

ヘ

。
日
分

千

　

二

，

ｔ

り

塚
〓

見

）７

・
■

Ｌ

■

雨

の
中

■

福

山

へ

・
　

―

例

会

当

番

　

渥

本

・ス

氏

（参

相

彙

名

）

九
日
十
言

λ
日
伽
′
が
望
■
■
∫

莉

顔

ｔ

ま

し

た

格

塩

線

■

神

辺

へ
ヽ

本

眸

菅

波

・家

、
管

茶

山

の
一県

熟
二
ｋ

．占

い

一種
場

町

の

面

鷺

ｔ

Ｌ

Ｏ

レ

」
午

後

バ
入

で

回

分

千

へ

・
初

な

つ

一
曰

　

く

た
ブ

根

を

ぶ

Ｓ

ｔ

有

え

表

な

一
日
ヽ

お

二
¨^
↑

例

会

当

番

　

日

口

・′ス

２

Ｒ
　
・

（
参

加
え

名
）

附

寵

　

一
一
の

日

解

散

前

に

ヽ

旅
・行

コクヨ コヒー

`:0(32文
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一

一
可
一
　

１
一

・

〓

嗜

■

一　
　
　
　
　
一
Ｆ
・
・　
・

．　
　
　
　
　
　
　
　́
　
　
・　
　
　
　
　
　
一
一

会

議

■
・開
・催

。

十

月

十

二

日

　

神

谷

和

な

　

田

□

案

２

両

Ｆ

　

本

含

べ

表

こ

し

■
　

広

色

県

一人
仁

振

興

〈
ム
洋
■

か
中
穴
公
民
館
）
に

出

一序
す
ｉ

「

十

日
＋
ｔ
日

十
日
伽
会

〓
Ｅ
獅
路

Ｍ

２
」

ｔ
月

に

続

ぃ

ス

の

ち

偏

路

ニ

リ

ー

ス

第

二

中

ｏ

中

山

神

れ
…

佑

中

・高

松

波

飢

な

見

学

．

莉

閉

‘

只

■

参

加

Ｌ

■

一卜

さ

，
た

全

民

０

弁

訳

に

、
全

員

時

を

足

代

■
戦

乱

の

日

々

ｔ

促
′

ん

だ

。

物

会

当

番

　

河

村

修

僣

所

（参

加

ｔ

名
）

十

計

一■

三

日
　

ピ

史

議

議

会
■

す
稀

会

議

決

定
曇

〒
項

　

来

曰

主

月

よ

ツ

歴

史

設

誌

食

ｇ

開

催

す

る

。
（
昌

一厚

王

名
）

十
百

ｔ
早

・
旅

行

一実

行
〓
香

員

会

亡

料

谷

斥

一電

た

於

■

闇

催

。

十

一
月

十

早

十

四

日

　

五

十

ｔ
〓

・反

偽

限

ャ

希

一め

の
分

一
漁

承

祈
♂
．
奈
晨
県

吾

野
仙
や

一
日

日

暉

・福

山

一」

た

ヨ

声

眠

■

７

習

会

・

二

日

日

に

奮

吟

神

仁

　

切

電

輪

寺

　

竹

林

・眠

・
風

王

営

を

見

年
ょ

虚

ら

の
合

目

　

所

し

い
会

「

ｏ

参

聘

ｔ

あ

Ｄ

■

，
楽

ｔ

ｕ
腋

行

た

つ

た
Ｌ

（
参

加

十
云
名

）

主

■

一千

ｔ
日

が
二

日
歴

史

談

詐

会
」

珍
中
人
貧
民
館

午
後
六
晴
三
人
っ
、
．
．

．講
演
デ

ユ
卑
ム

の
儒
後
掴
」

ロ

ロ

∠ス

之

氏

周

　

「日

ふ家

に
　
つ
　
い
　
■

」

コクヨ コヒー51D132X22)
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嬌

後

古

戚

■

祈

・賓

会

会

長

籐

丼

・局

一
部

西

印
　
社
会
で
は
お
，
た
バ
ヽ
桧
買
塗

冒
よ

努

力

に

よ

フ
■

バ

効

果

に

終

っ
た

。

参

朋

右

市

ｔ
名

（内

会

冨
・ｔ

名

。

λ

会

右

三

名
じ

！
一月
■
ロ

ゴ

ニ
日
涯
史
許
譲
ｒ

か
中
央
公
民
館

午
後
ス
晴
一ｉ

分
，

．

獅

・一

発
表
「瀬

一Ｆ
内

の
ぉ

代

山
漱
」

ｔ

ホ
竹

象

人

肝

議

・硬

．神

町
町

ら
埋
蔵
文

化
財

と
■

の

一応

用

」

神

こ

郷

■
史

術

・賓

会

管

瞑

普

郎

ｔ

森

氏

の

莉

一寮

発

表

は

ヽ
ス

ラ

イ

ド

や
‥

冨

を
直

壮

を

駆

使

ｔ

■

？

確

小

な
争

■

た

え

の
お

５

物

で

あ

，

た

べ

・

時

間

の

間

係

上

中

虚

て

断

倉

Ｌ

た

の

が

楯

し

ま

・

体

～

。

附

訳

　

本

日

バ

・郡
莉
テ

・郡
会
食

・

足

。
ご

バ

詳

第

三

百

夕〓
発
マ

ー

ｉ

一
月

上

日

　

十

二

肝

側

会

　

が

ユ

町

迫

山
■

藁

群

の
分

不

調
ｒ

神

員

町

■

層

宍

や

俗

百

村

雷

ｏ
４

藤

一
人

氏

の
御

指

導

で
　

占

埴

の

分

布

・調
査

を

行

な

う

。

わ

め
ス

の
事

■

と
な

ど

う

事

ｔ

の

な
‥

た

小
　

参

瀾

る
の
旺
各
な
探
求

社
■
支́
た
、
ホ
」
、
、

一

た

１

慮

呆

在

挙

ば

３

争

小

■

キ
ニ

′、
ｃ

例

会

当

番

　

日

□

表

ｚ

蔵

（
参

加

十

二
．名

）
　

　

　

′

(訂

'

コ|ク ヨ コヒー5:D i32X22,
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No.________

t 十

み
´
年 九

る、 晨 日

わ納 ぽ
ヒρ 陽

:51繁 桑
つ tヽ 新 |ム ラ ニη 訪

レ た )オ 寿 の

と な た 年 司 会

■1軌 2":Ⅲじし
,■   1ョ   ′■   |■

濁

ｔ

く

左

ｎＦ

ご

し

な

か

も

ｔ

派

り

渥

ソ

　

来

ネ

望

ｔ

三
”
ソ

ハ
貶
．５

■

お

，

た

。

民
　
一人

L      57

会 ろ  =
着 三  度
十 千 会 会

尺 円 暑す 言|
分 °

  報

、

奏
な
し

（
ア
ク

ロ

十

日

、

会

，

ム

∴

羊

雑

と

葉
尋

往
復
一Ｆ
喜

・キ

薇
ｌ

会

記
印
刷
青

会

印
驚

作
ス
層

山

滅
読
第
巧

言

長

勤

希
聞

社
へ
の

ｔ

†́
■
石
ｒ
Ｆ

詳 _
曰

ガコ
ヽ

4

一立

十

■

時

日

々

年

の

と
　
キ
）

孝
（
中
」
　
　
　
一　
一ク
一２
′一
′曰
ｎ月
　
　
　
一

Ｔ
中
央
公
民
館
仁
■
計

，
■
）

一　
誌
・野

へ
の

御

花

残

全 r r

．Ｌ
　
　
　

「ヽ

゛
ノ
　

　

ョ

′

つ
０

本
年
黄

役
買

類
蹂
撃
崖
菫
蘇
攀

／

計
賛
古
田
和
性

謙

里

妻

曹

奏

亡
項

マ
　
　
佳
饉

一人

コヒ■510(52X22,



No.

f′f諄
'I II:‐

 ■■'‐

1

ず

一
ピ

ー
…
…
。―

‥‐‐二
Ｆ
れ
・・・■
■
●
一■

一
一一
一

何

ｔ

早

ア

育

ｔ

ん
な
お

ど
４

ど
告
一言

千

）

在
族

の
な

い
軍

在

グ
千
り
斥

（
Ｓ

と
に

な
二
界

■

〓

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

二
月

二
日

脚

晴

の

も

予
コ

】

チ

レ
ビ

■

に

′
出

曰

な

も

ハ
ュ

〈
フ
ロ

の

物

会

小

に
八

？

費

日

ｔ

，

■

ム

ネ

御

弔

行

の
ヤ

，Ｔ
ク
ソ
的

”家

ご

て
お

，
た
ｏ
わ

バ
佑

場

一４

″■

で
き

々

な
つ
た
事

■
あ

Ｓ
　
・
・
調
査

に
日

″

一一̈
】『』」だ」」にごみ蠍げ静一称繰が．噴一書は・一̈
『「唯け」「「辞』一神一三一

ど

こ

―

な

告

吾

た

Ｌ

「歩

‐７
博

何

と

な
な

５

ご

と
言

つ
た

二

亀

行

分

燿

‐
‐二

重

い

小

三

任

響

）
に

■
六
百

を

事

を

９

ど
に
■
百
た
　
渦
τ
ム
ニ
ロ

Ｆ
り
た
５

ママ
布

動詞
否
一
■

わ

Ｌ
Ｂ

降
経
し
い
探
険
隊

上
一Ｆ

仰
会

じ
ポ

‐
ト

ー

ケ
会
担
当

君
乳
界
目

摯暉・』い」［［ダメ】［岬〔一（】】だ」〆副一【ゴ岬一碑噺詢
に、吟時【【〕】螂「犠一

歴

尺

現

場

仁

路

市
〕
物

会

在

月

一
回

行

々

孔

采

■

３
，
一囃

一層

の

Ｉ

の

小

知

う
■
お

こ

と

∵

う

の

ｔ

え

憬

含

■

一日

営

雪

―■

た

た

ら

供

■
栞

た

僕

と

し

■
に

ど
う
し

一

三
↑
重

ｏ
，
Ｆ
‘
「ウ
手
の
場
合

に
篠
候

に
佐
わ
ご
気
一祐

Ｓ

ｔ
の
か
■

ヽ

な

ｓ

を

あ

ｒ

ｔ

な
ｔ

今

回

膊

山

の

一
■

喫

茶

彦

ｔ

一

ピ

八
ζ

子

と

一調

査

す

～

Ｊ

と

哺
卜

ｆ

・ム

，

一

Ｓ

の

例

会

の

な

棒

付

け

論

争

の
断

減

小
ヽ
卜

動
神

=夕
てFコ ヒ=26D 41〔
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呼Ｆ
下
』叶
計
”中が一ぽ
「】一・許
〕疑
唆喩一げ魏
％舞
・・』ど

駅

に

洋

歎

‐二

処
‐‐
谷

た

生

一
日

口
君

土

口
田

ス

と

い

つ
た

一
Ｓ

代

ζ

。

合

ま

で

■

ん

な

物

作

，
た

管
（
え

バ

■

夕

会

不

動

の

オ

ニ

ハ

ー

と

二
だ

Ｔ

ヱ
川

日

の

■

の

正

の

時

一
い

つ

一

・

薇

と

、
ハ
Ｚ

ｕ

＝

を

呼

ぶ

自

分

―三

虐

含

ち

こ
「
ゝ
”
（
コ

ナ
の
会

の

各

桂

で
あ

り
、
「
揉

務

均

二

今
綱

の
ｆ

２

と
Ｌ

■

次
の
様

―・
元

氏

ｓ
摯

１

”

一

Ｔ
、
あ

ｇ

ヽゝ

か

ｏ

タ

ク

ル

‐
に

栞

二

‐
―

宣

澤

■

年

、
れ

、
す

く
出
発

・
　
　
・
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ｉ
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に
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■
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５

Ｓ
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に
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Ｌ
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５
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４
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Ｌ
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―

■
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√
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√
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ｉ
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］
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．
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Ｓ
Ｌ
め
≦
。一参

”
名

の
バ
籍
策
暉

ス
に
は

十
率

に
置
に
し

く
あ
二
■
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０
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３
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Ｔ
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ヽ
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・
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懇
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３
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Ｓ
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い
■
一
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針
一
一
針
４
一
神
年
績
４

折
奨
蒼
積
極
高
教
諭
「
■
事
力
∵
⇔
が

そ
れ
一
会
内
に
き
住
山
城
議
会
と
Ｆ
う

特
別
研
究
距
を
編
成
ｏ
繭
後
地
方
一
円

ケ

証
ふ

≫

寧

・″
肝

ど
精
力
的
に
活
動
し
て
い

‐る

〓。卜
つ
の

日
か
千
数
百
年
前
の
古
代
山
館
の
大
発

見
と
い
う
ロ
マ
ン
を
胸
に
秘
勢
て
，
ｆ

古
代
山
裁
に
は
「
朝
鮮
式
山
城
」
と

「榊
籠

（
一ヽ
一
・じ
・
‐
石
」
と
い
う
二
形

態
が
考
え
ら
れ
て
き
た
が
一
常
籍
、
茨

城
と
も
朝
鮮
式
山
城
に
入
る
。
こ
の
朝

鮮
式
山
場
は
七
世
紀
ｆ
一ｉ
ヽ
響
殿
一半

島
か
ら
の
侵
攻
に
傭
え
百
済
か
ら
の
渡

来
人
が
指
導
し
て
山
上
Ｃ
築
城
し
た
も

の
で
ヽ
防
衛
の
拠
点
と
さ
れ
た
と
い
わ

れ
る
．
対
馬
ら
金
田
城
、
福
岡
県
の
大

貯
裁
、
た
」
藤
σ
姦
ヴ
舞
な
ど
文
献
辱

そ
の
各
称
が
出
で
お
一
有
〓
一
臓
Ｌ
暴

総
社
市
の
売
ノ
城
も
朝
鮮
式
山
城
と
し

府
中
高
著
魂
石

，た
掟
彗
豪
窒
』
が

研
究
・謝
査
を
ど
み
一
常
城
に
つ
い
一

は
言
語
誰
絆
置
げ
０
な
香
Ｌ
一帯
と

推
壼
■
一方，、
え
舞
ば
感
山
市
ａ
難
王

轍

聰

夕

定
肛
曖
外
に
古
健
山
舞
ら
し
き
な
縦
を

見
つ
け
て
お
り
ヽ
大
発
見
へ
の
あ
く
な

感
電
騨
菫〔栃
許
置

山
市
西
深
準
町
一人
六
〓
ヽ
神
谷
さ
ん

方
（鶴
姜
ｙ

，
８
品
Ｉ
●
４
０
）
表

で
一
¨
・一
●
一
一
●
一
・

爵

酪

雲

絆
「書
暴
醤
彎
菱
老
〓卒
（七
一

九
年―）
構
後
の
国
資
郡
議
０
お
獅
ヽ
隷
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